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１．�資産運用業界をめぐる最近の環境変
化

前原　ハントさんには、2016年４月に東京で開
催された当協会の国際セミナーで基調講演を行っ

ていただいた。それから４年たったが、この間の

資産運用業界や事業環境の変化について、ハント

さんはどのように見ているのか伺いたい。

ハント　まず初めに、私をこの場にお招きいただ

いたこと、そしてこのような異例の状況下におい

て、誌上セミナーを開催するためにインターネッ

トを介したオンライン対談という革新的なアプロ

ーチをご提案いただいたことに深く感謝する。

　資産運用業界は、16年以降著しい変化を遂げ

ている。ここでは、特に三つの変化について注目

したい。一つ目は、資産クラスの劇的な拡大であ

り、特に機関投資家はそれを巧みに利用している。

とりわけ目立つのはプライベートの資産クラス

１．資産運用業界をめぐる最近の環境変化
２．資産運用会社は一般の企業と何が違うのか
３．フィデューシャリー・デューティーとフィデ

ューシャリー・マインドセット
４．顧客の利益と株主の利益
５．企業カルチャー

６．資産運用業界の競争力強化
７．資産運用業をめぐる規制
８．アップサイドダウン・カルチャー
９．デジタル化が資産運用業に及ぼす影響
10．グローバル化について
11．最後に
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対　　談

資産運用業界を変革するために何をなすべきか
―第11回SAAJ国際セミナー―

（この対談は、2020年４月20日にオンライン会議方式により行われた。）


